
4 1

一般社団法人日本准看護師連絡協議会 広報委員会

2019年12月31日発行

12
月号

准看協Ｎｅｗｓ

Ｎｏ-2019-03

昨年度に引き続き9月6日、学士会館で行わ
れた日精看管理者講習会にて当会のＰＲを
行ってきました。講習会には多くの管理者の
方々が参加されていました。
当会は設立4年目となります。当初からホー
ムページや機関紙、研修会、市民講座、交流
会等を通じて准看護師に関わる情報提供を
実施しており、主な活動内容は准看護師養成
に関わる支援、准看護師を増やすための取組
み等であることを説明しました。そのため、現
在一般の方からも准看護師資格取得につい
ての問い合わせが沢山来ていることもあわせ
て説明しました。
我が国は高齢社会となり、2025年までには
確実に人材不足となります。今後必要とされる
看護職の人数は196万人～206万人といわれ
ています。そのような背景をもとに当会では准
看護師の存続、准看護師養成に取り組んでい
ます。また、働きながら資格取得を目指せる准
看護師には需要があると考えています。当会
はそれらを課題と捉え積極的に取組んでいく

必要性を強く伝えてきました。そして准看護師
の志願者を増やすべく、情報提供を強化して
いくべきと考えています。当会に寄せられてい
る問い合わせの主な内容から、次の3つの情
報提供をお願いしてきました。①病院で実施
している看護学生への奨学金・貸付金制度、
②各職種の求人募集、③看護学校養成所情
報等の周知です。
そして、当会の会員数がまだまだ足りていない
状況であること、当会が准看護師の代表団体
として認めてもらうためにも、会員数は1万人を
超える必要があることを伝え、改めて協力依頼
をしてきました。
今後もこのようなＰＲ活動を色々な場所で行な
い、1人でも多く方々に入会して頂ければと考
え、地道に活動を継
続していきたいと考え
ています。
執筆者
和田美香副会長

第10回 みんなで考えよう准看護師制度
「看護基礎教育検討会報告書」役割発揮に必要な教育内容の実現

2018年4月から10回にわたって検討が重ねられた「看護基礎教育検討会」の報告書が、こ
のたび厚労省より発表されました(令和元年10月15日) 。
今回の検討会では、現行の養成課程を維持することを前提として、各課程の看護基礎教育
の内容と方法について検討が行われました。准看護師については、卒業時の到達目標を
新たに設定され、今後の准看護師に求められる能力を培うために必要な教育内容と方法
について見直されています。新カリキュラムについては、今回の改正内容及び保健師助産
師看護師国家試験への影響を勘案し、保健師、助産師、看護師3年課程、准看護師課程
については2022年度の入学生から適用するとされています。
私たちは、今後の准看護師としての役割発揮に必要な教育の実現に繋がるものと考え、期
待したいと思います。詳細は、厚生労働省ホームページでご確認ください。

厚労省HP  https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_07297.html 執筆者：原律子理事

「日精協看護管理者講習会でのＰＲ活動報告」

第4回講演会＆交流会開催報告

第４回講演会
今回のテーマは、「ごぼう先生の笑顔をつく
る健康体操」とし、大人のための体操お兄さ
んとして全国の高齢者施設で体操を教えて
いるごぼう先生をお迎えしました。
ごぼう先生の教える体操は、「正しくできなく
ても、頑張らなくても無理なく楽しく、自信が
なくてもやってみること」と、先生の優しい声掛
けのもと座ったままでできる体操でした。
体操は徐々に難しくなっていきましたが「でき
なくてもいいです、自信がなくてもまずやって
みることです。」との先生の声掛けに緊張がほ
ぐれ笑いながら楽しい雰囲気で行えました。
そして、介護予防である①てくてく②もぐもぐ
③わくわく④こつこつ⑤どきどきと、体験談と
簡単な体操を一緒にしながら５つのキーワー
ドを学ぶことができ
ました。最後は、「よっ
こらしょ・どっこいしょ」
「お達者で」と、「ごぼ
う音頭」を皆で踊って
締めくくりました。

自分自身でできることは自分で、できないこと
は手伝ってもらうことでお達者な人生を送るこ
とができると。人生１００年時代が到来し、私た
ちがいかに楽しく健康に生きるかが大切であ
るということを感じた講演会となりました。

交流会
交流会では、進学・復職支援ブース、健康
チェック、相談ブース、企業ブースを設置しま
した。健康チェックでは、「心のストレス度」「身
体のストレス度」など、その場で簡単にチェッ
クができ、企業ブースには７企業に協力いた
だき商品体験ができる場所としました。布団
や枕の寝具の体験、占いやネイル体験、マ
ジックショーなどが人気でした。

アンケート結果
・アンケート回収数： 5 9 （回収率： 7 8％）
都外からも多く参加頂き、参加者の6割が女
性で、70代が4割でした。良かった内容として、
講演会、健康チェック、企業ブースの順で好
評でした。参加者の方からは「交流会もあっ
て良かった」、「毎年参加しています。来年も
頑張って下さい。」との意見を頂きました。

報告者：笠嶋晴子理事

一般社団法人日本准看護師連絡協議会
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日時：令和元年10月19日（土）
時間：14：00～15：30（講演会） 12：30～16：30（交流会）
会場：日本医師会館１階大講堂・フロア

告示 役員候補者の公募について

（一社）日本准看護師連絡協議会定款第22条ならびに第23条、役員選出規程に基
づき、令和2・3年度の役員候補の受付を下記の通り行います。
立候補者及び推薦者は、役員立候補届出書・推薦書のご提出をお願いします。

記

役員の種類・定数：理事9～13名（うち会長1名・副会長2名、理事6～10名）
役員の任期：令和2年6月5日～令和4年定時社員総会終了まで
立候補受付期間：令和元年12月27日～令和2年2月17日まで（必着）
提出書類：役員立候補届出書・推薦書
届出先：〒108-0023東京都港区芝浦2-14-13 准看協事務局宛

説明する和田副会長

ごぼう先生と体操する参加者
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